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日
本
各
地
で
記
録
的
な
少
雨
に
よ
り

水
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
。
苅

田
町
に
お
き
ま
し
て
も
、
主
要
な
水
源

で
あ
り
ま
す
油
木
ダ
ム
の
貯
水
率
が
低

下
し
た
こ
と
を
受
け
、
庁
舎
玄
関
へ
の

節
水
ポ
ス
タ
ー
の
掲
示
や
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
、
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
、
広
報
紙
お

よ
び
公
用
車
で
の
節
水
の
呼
び
か
け
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
２
月
26
日
に
は
渇
水
対
策
本

部
を
設
置
し
、
今
後
の
状
況
に
よ
っ
て

は
、
大
口
需
要
者
で
あ
る
企
業
や
事
業

所
へ
の
節
水
依
頼
、
各
区
へ
の
節
水
ポ

ス
タ
ー
・
チ
ラ
シ
の
配
布
、
減
圧
給
水

な
ど
の
実
施
を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
皆
さ
ま
に
は
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま

す
が
、
引
き
続
き
節
水
へ
の
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
詳
細
は

24
ペ
ー
ジ
と
裏
表
紙
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
日
本
経
済
は
、
雇
用
・
所
得
環
境
の

改
善
や
各
種
政
策
の
効
果
に
よ
り
、
緩

や
か
な
回
復
基
調
が
続
い
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
今
後
の
物
価
動
向
や
米
国
の

通
商
政
策
を
め
ぐ
る
動
向
な
ど
、
景
気

を
押
し
下
げ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
金
融

資
本
市
場
の
変
動
等
の
影
響
も
懸
念
さ

れ
る
な
ど
、
経
済
を
取
り
巻
く
環
境
は
依

然
と
し
て
不
透
明
な
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、国
は
２
月
の

施
政
方
針
に
お
い
て「
責
任
あ
る
積
極
財

政
」の
考
え
方
の
も
と
、持
続
的
な
賃
上

げ
と
投
資
の
拡
大
に
よ
る
経
済
の
好
循

環
の
実
現
を
掲
げ
、中
小
企
業
お
よ
び
小

規
模
事
業
者
へ
の
支
援
と
し
て
、
適
切
な

価
格
転
嫁
や
生
産
性
向
上
、経
営
基
盤
を

強
化
す
る
事
業
承
継
・
Ｍ
＆
Ａ
の
後
押
し

な
ど
、地
域
経
済
を
支
え
る
施
策
を
総
合

的
に
進
め
る
方
針
を
示
し
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
地
域
経
済
の
動
向
は
、
町

税
収
入
を
は
じ
め
と
す
る
歳
入
に
直
接

影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
あ
り
、
物
価
上

昇
は
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
要
す
る
経
費
に

も
直
結
す
る
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　
苅
田
町
に
お
き
ま
し
て
は
、
道
路
な

ど
の
イ
ン
フ
ラ
を
含
む
公
共
施
設
の
老

朽
化
対
策
や
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
る
社
会
保
障
経
費
の
増
加
な
ど
、
従

来
か
ら
山
積
す
る
行
政
課
題
に
加
え
て
、

物
価
高
騰
や
人
件
費
の
上
昇
と
い
っ
た

新
た
な
課
題
が
生
じ
、
複
雑
化
、
多
様

化
す
る
行
政
課
題
へ
の
取
り
組
み
と
と

も
に
健
全
な
財
政
を
維
持
し
て
い
く
こ
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と
が
重
要
課
題
で
あ
り
ま
す
。

　
令
和
８
年
度
の
予
算
案
は
、
こ
れ
ら

の
諸
課
題
に
対
す
る
施
策
を
推
進
す
る

た
め
、
一
般
会
計
予
算
案
の
総
額
は
、

１
８
６
億
１
５
４
７
万
９
千
円
で
、
前

年
度
と
比
較
し
て
７
１
７
８
万
８
千
円

の
減
額
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
、
歳
入
に
つ
き
ま
し
て
は
、
固

定
資
産
税
は
増
収
を
見
込
ん
で
い
る
も

の
の
、
町
民
税
の
個
人
分
、
町
民
税
の

法
人
分
は
い
ず
れ
も
減
収
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。

　
次
に
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
は
、
人
件

費
が
、
給
与
改
定
の
影
響
な
ど
に
よ
り
、

前
年
度
と
比
べ
て
９
９
０
０
万
６
千
円

増
の
35
億
２
７
２
万
４
千
円
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、
扶
助
費
が
、
自
立
支
援

給
付
費
や
私
立
保
育
園
委
託
料
の

増
額
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と
比

べ
て
７
３
５
０
万
９
千
円
増
の

44
億
４
４
５
０
万
１
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
物
件
費
に
つ
き
ま
し
て
は
、
苅
田

中
学
校
長
寿
命
化
工
事
に
伴
う
仮
設

校
舎
の
借
上
げ
の
終
了
や
、
地
方
公

共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム
標
準
化
・
共

通
化
へ
の
対
応
に
係
る
費
用
の
減
な

ど
に
よ
り
、
４
億
５
万
５
千
円
減
の

渇
水
の
状
況
と
対
応

ト
ピ
ッ
ク
①

財
政
状
況
及
び
当
初
予
算
案

ト
ピ
ッ
ク
②
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対
談
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
３
月
15

日
に
は
「
北
九
州
空
港
開
港
20
周
年
記

念
式
典
や
感
謝
祭
イ
ベ
ン
ト
」
も
予
定

さ
れ
て
お
り
、
関
係
機
関
や
地
域
の
皆

さ
ま
と
と
も
に
節
目
を
お
祝
い
す
る
予

定
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
空
港
の
今
後
の
展
望
と
し
ま
し
て
は
、

令
和
９
年
８
月
に
は
滑
走
路
が
３
千

メ
ー
ト
ル
へ
延
長
さ
れ
る
予
定
で
、
大

型
貨
物
機
の
長
距
離
運
行
が
可
能
と
な

る
な
ど
、
今
後
も
更
な
る
発
展
が
予
想

さ
れ
て
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
国
や
福

岡
県
、
北
九
州
市
、
関
係
企
業
等
と
連

携
し
な
が
ら
、
利
用
促
進
や
路
線
誘
致
、

貨
物
拠
点
化
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

⑤

39
億
７
８
６
６
万
９
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
投
資
的
経
費
に
つ
き
ま
し
て

は
、
苅
田
中
学
校
長
寿
命
化
改
修
工

事
の
終
了
な
ど
に
よ
り
、
前
年
度
と

比
べ
て
、
２
２
１
７
万
７
千
円
減
の

22
億
３
３
２
５
万
３
千
円
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
予
算
の
主
な
内
容
と
し
ま
し
て
は
、
第

５
次
苅
田
町
総
合
計
画
の
６
つ
の
政
策

に
沿
っ
た
予
算
編
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　「
未
来
を
拓
く
人
づ
く
り
」
と
し
ま
し

て
は
、
小
中
学
校
体
育
館
空
調
設
備
設
置

工
事
設
計
業
務
や
、
苅
田
町
み
ら
い
人
財

育
成
事
業
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　「
活
力
あ
る
産
業
の
ま
ち
づ
く
り
」
と

し
ま
し
て
は
、
自
動
車
産
業
支
援
次
世
代

自
動
車
購
入
費
補
助
事
業
や
、
臨
空
公
園

整
備
工
事
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　「
だ
れ
も
が
元
気
で
健
や
か
に
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
ま
し
て
は
、
保
育

園
の
認
定
こ
ど
も
園
へ
の
移
行
に
係
る

費
用
や
、
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
に
係

る
給
付
費
な
ど
を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　「
安
全
で
暮
ら
し
や
す
い
環
境
が
あ
る

ま
ち
づ
く
り
」
と
し
ま
し
て
は
、
地
域

自
治
振
興
補
助
事
業
や
、
地
域
集
会
所

施
設
整
備
補
助
事
業
な
ど
を
計
上
し
て

い
ま
す
。

　「
快
適
な
都
市
基
盤
が
あ
る
ま
ち
づ
く

り
」
と
し
ま
し
て
は
、
与
原
土
地
区
画

整
理
事
業
地
内
に
計
画
さ
れ
て
い
る
与

原
公
園
の
予
備
設
計
業
務
や
、
苅
田
町

空
き
家
利
用
促
進
事
業
な
ど
を
計
上
し

て
い
ま
す
。

　「
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
」
と
し
ま

し
て
は
、
中
央
公
民
館
大
規
模
改
修
工

事
や
、
苅
田
町
こ
ど
も
記
者
事
業
な
ど

を
計
上
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
18
年
３
月
16
日
に
24
時
間
運
用

可
能
な
海
上
空
港
と
し
て
開
港
し
た
北

九
州
空
港
は
、
今
年
で
開
港
20
周
年
の

節
目
を
迎
え
ま
す
。
開
港
に
合
わ
せ
て
、

苅
田
北
九
州
空
港
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

の
供
用
開
始
、
Ｊ
Ｒ
苅
田
駅
の
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
、
そ
し
て
空
港
連
絡
橋
の
開
通
等
、

周
辺
整
備
が
次
々
と
行
わ
れ
、
陸
・
海
・

空
の
交
通
結
節
点
と
し
て
の
町
の
特
性

が
明
確
と
な
り
、
苅
田
町
に
と
っ
て
歴

史
的
な
転
換
点
と
な
り
ま
し
た
。

　
開
港
20
周
年
を
記
念
す
る
取
り
組
み

と
し
て
、
２
月
２
日
に
県
知
事
・
北
九

州
市
長
と
３
者
で
の
「
開
港
20
周
年
座

談
会
」
が
開
催
さ
れ
、
空
港
の
果
た
し

て
き
た
役
割
や
今
後
の
展
望
に
つ
い
て

　
現
在
、
与
原
土
地
区
画
整
理
事
業
に

つ
き
ま
し
て
は
、
事
業
に
よ
り
整
備
さ

れ
る
宅
地
の
う
ち
仮
換
地
・
保
留
地

を
合
わ
せ
、
令
和
７
年
度
末
で
約
23
・

４
万
㎡
、
約
84
％
の
使
用
収
益
が
開
始

さ
れ
る
見
込
み
で
す
。

　
ま
た
、
令
和
７
年
度
末
の
工
事
進
捗

率
は
約
90
％
と
な
る
見
込
み
で
す
。

　
消
防
本
部
に
配
備
し
て
い
る
車
両
の

う
ち
、
平
成
12
年
に
導
入
さ
れ
た
水
槽

付
き
消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
を
老
朽
化
に

伴
い
更
新
し
ま
し
た
。
新
し
い
車
両
は
、

最
新
の
装
備
と
性
能
を
備
え
て
お
り
、

災
害
現
場
の
最
前
線
で
活
躍
す
る
車
両

と
な
っ
て
い
ま
す
。
更
新
に
よ
り
、
町

民
の
皆
さ
ま
の
安
心
の
向
上
と
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
の
体
制
の
強
化
に
つ

な
げ
て
ま
い
り
ま
す
。
詳
細
は
24
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
行
事
報
告
は
省
略
し
ま
し
た
。
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